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旅客船 Ｔ丸 乗揚 

徳島県牟岐港･･･視程約 100m 

Ｔ丸 : 旅客船 17 ﾄﾝ 乗組員 2 人 旅客 14 人 徳島県出羽島漁港→牟岐港 

     船長(操船指揮)  : 36 歳 小型船舶操縦士免許 (取得後 16 年) 海上経験 16 年  

     甲板員(操舵と機関操作) : 47 歳 小型船舶操縦士免許 (取得後 14 年) 海上経験 33 年 

発生日時場所 : 平成 17 年 7 月 16 日 09 時 11 分 徳島県牟岐港 

気象海象    : 霧 無風 視程約 100m  

① 船長は，出羽島の建物の見え具合

から，視程が発航中止基準の約 500m

であったが，レーダーを使えば牟岐港

に入航できると判断し，甲板員を手動

操舵に就けて出港 

② 約 10 分前 牟岐港西防波堤先端

に向けて 356 度に定針，10.5 ﾉｯﾄの速

力で，潮流の影響を受け，左(西方)へ

6 度圧流されながら進行 

③ 4 分前 牟岐港港界まで 600m 
水深の変化とレーダー映像から予定針
路より西に圧流されていることを知る。
また，前方 500m の佛埼を視認できず，
視程が入航中止基準の 500m 以下と
なっていたが，船長は，運航基準を理
解しておらず，それまで何度もレーダー
を使用して入航したことがあったので，
何とか入航できると判断，10 度右転し，
9.0 ﾉｯﾄに減速して続航 

④ 2 分前  
船長は，操舵室の外に出て，佛埼東方
200m に設置された定置網のブイを左
舷正横 50m に視認し，佛埼に接近して
いることを知り，甲板員に対し，身振り
で右舵をとるよう指示 
甲板員は，前方を向いて操舵に集中し
ていたため，船長の身振りを見落とし
て右舵をとらず，船長が操舵室の外で
周囲を確認する様子から，牟岐港に接
近していると思い，自らの判断で 6.0 ﾉｯ
ﾄに減速 

⑤ 乗揚直前  

船長は，至近に西防波堤基部付近の

干出岩浜を視認，右舷船首至近に浅

所があることを知らずに，身振りと声で

甲板員に右舵一杯を指示 

甲板員は，右舵一杯の指示を聞いた

が，自らの判断で舵をとればよいもの

と考え，船長の操舵号令に従わず，右

舵一杯としないで機関停止としただけ

で進行，前方に西防波堤を視認，右舵

一杯→乗揚 

佛埼 

西防波堤 

船 長 : 運航管理者の業務

を兼務していた 

甲板員 : 船長が 5 日に 1 回

の休暇を取る際には

船長職を執っていた 

定置網 

潮流 

朝方 

Ｔ丸 

視程 100m 

④

⑤

③

②

①

どっちが船長？  
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貨物船Ｔ丸 × 貨物船Ｓ号 衝突 

博多港･･･視程約 300m 

Ｔ丸 : 貨物船 199 ﾄﾝ 乗組員 3 人 とうもろこし 700 ﾄﾝ 博多港第１区→鹿児島県米ノ津港 

         船長(船橋当直): 71 歳 五級海技士(航海)免許 海上経験 45 年  

Ｓ号 : 貨物船  4,966 ﾄﾝ  乗組員 20 人 コンテナ 1,225 ﾄﾝ  

博多港外能古島西方(錨泊)→博多港第 2 区香椎ｺﾝﾃﾅﾊﾞｰｽ 水先人きょう導中 

         船長 : 国籍 中国    

発生日時場所 : 平成 14 年 5 月 5 日 08 時 01 分 博多港 

気象       : 霧 無風 視程約 300m 

① 41 分前 Ｔ丸船長は，博多港長浜船だまり

を発し，出港操船に引き続いて船橋当直に

就き，中央航路を航行せずに南側航路外を，

港内全速力で自ら手動操舵に就いて西行 

② 7 分半前 前方約 700m に霧堤が存在して

いたが，比較的明るかったので，接近する他

船がいれば目視確認できると思い，法定灯

火を表示せず，霧中信号を行わず，時々レー

ダー(0.5 海里ﾚﾝｼﾞ)を見ながら減速しないで

進行，間もなく機関長が昇橋し，左舷ウイング

に出て見張りに当たった。 

③ 5 分前 視程 300m 

左舷船首 9 度 1.06 海里のＳ号

と著しく接近する状況となった

が，視界が悪いので航行する

船舶は多くないと思い，手動

操舵に就いたまま，時々レー

ダーを見ていた。しかし，ﾚﾝｼﾞ

の切り換えを行わず，0.5 海里

ﾚﾝｼﾞとしていたので，Ｓ号の接

近に気付かず，大幅な減速又

は停止せずに続航 

⑤  1 分 前  左 舷 前 方
300m に接近したＳ号に気
付かず｡ 錨泊しようとして
機関を停止して惰力で進
行，機関長が，レーダー
でＳ号の映像を認め，驚
いて船長に報告 

① 16 分前 Ｓ号の水先人
は，船長，三等航海士と操
舵手が在橋のもと，きょう導
を開始し，全速力で手動操
舵により中央航路入口へ向
かった。船長は，間もなく視
程が 300m となったので，
法定灯火を表示して霧中
信号を開始，船首配置員
に投錨用意をさせ，レーダ
ー(1.5 海里ﾚﾝｼﾞ)見張りに
当たった。 

② 水先人は，1.5
と3 海里ﾚﾝｼﾞを切り
換えながら時々レ
ーダーを見ていた
が，船長が頻繁に
レーダーを見てい
たので，接 近 する
他船があれば知ら
せてくれると思って
進行した。 

③ 7 分半前 博多港中
央航路入口に向けるた
め 19 度左転 

④ 5 分前 視界が回復し
ないので，半速力に減
速，右舷船首 20 度 1.1
海里にＴ丸が接近してい
たが，航路外を反航する
他 船 はいないものと思
い，レーダー見張りが不
十分となる。 

⑤ 4 分前 中央航路入口に
向けて 9 度右転 

⑦ 1 分前～衝突  
船長は，水先 人に右

舷前方を指差してＴ丸
の接近を伝えた。 

水先人は，Ｔ丸の船
首波を視認 
右舵一杯・全速力後進 
→衝突 

⑥ 2 分半前 船長は，水先人
に「右舷前方 800m に接近中
の他 船 (Ｔ丸 )がある」と伝 え
た。しかし，水先人は，レーダ
ー画面を見たが，検疫錨地の
錨泊船の映像や，中央航路に
向首しているかどうかを確認
することに気を取られ，Ｔ丸の
映像を確認しなかった。 

朝方

Ｔ丸

Ｓ号 

②

③

④

③ 
⑤④ 

⑥

④ 2 分半前 Ｓ号が左舷船首 5 度

800m に接近，0.5 海里ﾚﾝｼﾞ内に入

ったが，このことに気付かなかっ

た。そして，このまま霧中の港内を

航行するのは危険と考え，視界が

回復するまで錨泊待機することに

し，左舷側の検疫錨地にいる錨泊

船から離れようと，極微速力の約

4 ﾉｯﾄまで減じ，右舵 7 度をとって右

回頭を始めた。 

⑥ 衝突直前 至近にＳ
号の右舷船首部を視認 
右舵 40 度・全速力後進・
長音１回吹鳴→衝突 
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旅客船 Ｆ丸 防波堤衝突 

長崎県平漁港･･･視程約 70m 

Ｆ丸 : 旅客船 645 ﾄﾝ 乗組員 11 人 旅客 71 人・車両 7 台 長崎県佐世保港→宇久島平漁港 

船長(操船指揮): 43 歳 三級海技士(航海)免許 海上経験 24 年 

一等航海士(レーダー見張り): 39 歳 四級海技士(航海)免許 海上経験 22 年 

発生日時場所 : 平成 17 年 5 月 1 日 13 時 03 分 長崎県平漁港 

気象       : 霧 西南西風 風力 2  視程約 70m 濃霧注意報発表中  

〔運航管理者〕 
09:00  長 崎⇔五 島 航 路に
就航中の各船から「霧のた
め運航を見合わせる」との報
告を受け，営業担当の副運
航管理者に対応を指示 

【Ｆ丸】 
10:40 佐世保港を出港し平
漁港へ(上五島航路) 
11:06 船長は甲板長に当直
を委ね，自室で休息 

〔運航管理者〕 
12:30 長崎⇔五島航路の各
船が運航を再開したので，
上五島航路の状況を確認す
るため各船に電話をかける。

【Ｆ丸】 
12:32 (衝突の 31 分前) 
甲板長は，電話で副運航管
理者に「上五島航路の視程
が 0.7～1 海里である」と報告 

〔運航管理者〕 
自ら平漁港の視程の状況を把握し
て船長と入航の可否について協議
せず，甲板長に，「十分に気をつけ
て航行するよう」との船長への伝言
を依頼し，船長の判断に委ねた。 

【Ｆ丸】 

① 約 10 分前 船長と一等航海士が昇

橋，甲板長は，運航管理者からの伝言

と平漁港内の視程の状況について，

船長に報告した。 

船長は，平漁港内が入航中止の条件

（視程 500m 以下）であることを知り，

視界制限時の平漁港への入港は初め

てであったが，視程 200m であれば，ﾚ

ｰﾀﾞｰを使用すれば着岸できると判断，

入航の中止を運航管理者と協議せず 

【Ｆ丸】 
間もなく甲板長は，代理店から「平
漁港内の視程が約 200m となった」
旨の連絡を受ける。 

② 5 分前 視程約 70m に悪化 
入航を中止して港外で待機すること
なく続航，船長が自らﾚｰﾀﾞｰについ
て操船を指揮，一等航海士と甲板長
がﾚｰﾀﾞｰと目視による見張り，手動操
舵と機関操作に各 1 人が就いた。 

④ 約 3 分前  
ﾚｰﾀﾞｰで左舷前方に平港沖防
波 堤 入 口 を 確 認 ， 微 速 力 の
10.0 ﾉｯﾄに減速，防波堤入口を
左舷船首に見る針路で進行  
③ 4 分前  
半速力の 12.5 ﾉｯﾄに減速 

⑤ 1 分前 左舵 10 度をとって
防 波 堤 入 口 に向 け て 左 転 開
始，左舵 10 度で左回頭を続け
れば，平漁港の入口に向くはず
と思い，左舵 10 度のまま漫然と
左回頭 
ﾚｰﾀﾞｰ見張りの一等航海士は，
防波堤先端までの距離だけを
報告し，方位を報告せず 

⑥ 衝突直前  
船首配置員から「前方に防波
堤が見える」旨の報告を受け， 
機関後進→約 10 ﾉｯﾄで防波堤
に衝突 （旅客 23 人負傷） 

昼間

④ 

⑤ 

視程 70m 

③ 

Ｆ丸




